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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・八戸市内で、新インフルエンザが発生しました。各スタッフは健康管理に留意していくと共に、面会者へ健康状態を確認し、法人施設内への持ち込み防止に努めてください。外来者へは健康状態のチェック表を作成し確認していくとの事です。

・精神医学学会の抄録を8/9までに作成するとの事です。担当スタッフは意見を出し合い、作成の協力を行っていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・中村　清枝様～腰痛継続している為、本日アスモロール200ｇ処方となっています。

・出河　和則様～嘔気消失した為、ムコスタ(消化性潰瘍剤)と、ナウゼリン(健胃消化薬)が止めとなっています。

· 舘　ひろ子様～　本日、夫様・長男様・長女様・次女様・盛田CP・宮澤Nsにて家族勉強

会を実施しています。ご家族様からは、本人様の症状変化を目の前で見ていた事もあり「なるほど、やっぱり」との反応が見られています。又、ご家族様へ本人様にどの様な存在でいて欲しいのか尋ねると、回復像についてそれぞれ回答あり、次回の家族勉強会では、そのような家族の思いをどの様に伝えるか話しあう事としています。ご家族様から、本人様へ対する伝えられなさや話せなさを感じているとの事で、「後々まで何度も言われ、それでケンカになる」と話していました。その部分を含め、伝え方について次回一緒に考える事としています。

次回は8/20（木）10：00～12：00実施予定です。

　　　　　　　　又、本人より「セデスとキャべジンを自宅でも飲んでいたから飲みたい」との希望聞かれています。来週月曜日に、作業療法導入の検討と含め主治医へ確認お願いします。腹部掻痒感訴えあり、軽度湿疹もある為皮膚状態も確認していきましょう。

＜転入患者様情報＞

豊巻　薫様（58）　統合失調症　医療保護入院　

主治医：安ヶ平Dr　担当PSW：山田PSW　担当スタッフ：高橋MNs、木村Cw

平成20年5月21日突然、大声をあげ興奮みられている。 介入するが不穏状態著しく、症状悪化の為東病棟Aユニットへ転入となっている。 

転入後は気分の高揚した様子や多弁さがあり服薬調整にて改善している。日中は臥床傾向だが、睡眠状況や病棟日課には大きな支障は認められない。症状改善し、東病棟Bユニットへの療養環境変更について 介入するが他の患者様を気に掛け抵抗感を示しており経過観察としていた。スタッフ付き添いにて外出訓練実施(平成21年4月3日)。逸脱行為、衝動行為は見られず。又金銭をはじめとする自己管理において介入・援助には概ね了解を示す事ができている。

本日10:00療養環境変更目的にて、西病棟Bユニット28号室へ転出となる。

（連絡事項）

・食事→常食、ヨーグルト対応（牛乳・魚禁）

・OT、リハプロ→Aグループ

・SST→グループ検討

・カード→あり

・皮膚科→1）白癬・爪白癬　　両足・爪・両手　　ケルガー1回／日

・コーヒーを本人様希望にて自己管理としている。チェスト鍵を本人様へ渡している。

・以前妹様の子供の出産にて面会に来れなかったとの事でしたが、本日確認した所現在八戸に戻ってきているそうです。本人様より外出希望あり、その旨説明すると「以前外出中逃げ出した事があるから不安がある」と話され、スタッフ付き添いでの外出を希望されています。今後外出日について検討していきます。

＜入院患者様情報＞

久保　美保様（34）うつ病　任意入院

主治医：川端Dr　担当PSW：山田PSW　担当スタッフ：白川Ns、三和Cw

当院入院回数　→1回

精神科入院通算→0回

(入院に至る経過)

平成21年7月14日当院初診。今年5月に2人目を出産、7月に入り母乳が思うように出なくなり、悲壮感、希死念慮が出現。同状態から開放されたいとのことで夫同伴で受診。服薬での治療を開始する事としていた。同月25日再受診服薬をせずに様子をみたいとのことで様子観察としていたが状態思わしくなく、27日過呼吸、感情失禁等も出現し28日受診。8月4日再受診し服薬治療を勧め、入院での治療も可能である事説明していた。

本日、入院での治療希望聞かれ受診、薬物調整、症状改善目的で西Ａユニットに任意入院となる。

（入院後の様子）

本日10:00西病棟Aユニット47号室へ、妹様同伴にて入院。表情やや冴えさあり。

オリエンテーションでの受け答えは小声ではあるが応じられている。今後の不安について「子供と会え無い事」と話されている。

（連絡事項）

・入院期間は1ヶ月～2ヶ月程度。但し、病状によっては延期も考えられる。

・食事形態→常食

・電動カミソリ1本、はさみ2本、爪きり1本スタッフオフィスにて保管。

（主治医より）

・本人様の様子観察と所在確認を密に行い、自殺企図（特に深夜帯から早朝にかけて）に注意していく。

・子供に対し心配をしたり、身内に対して申し訳ないとの発言も聞かれている。今回の入院では心身の休息を目的としている為、気分が安定するまで子供の面会は止めて頂く事を説明している。子供以外での面会には制限はなし。

· 日内変動があり、食事について晩は大丈夫だが朝と昼はあまり食事を摂らないとの事。これから日中暑い日が来るので脱水に注意。特に本人より下痢の訴えある事から、脱水のリスクは高い。日中食事を摂れない際は、水分や捕食を促し脱水症状に注意していく。

· 主治医不在時、脱水の徴候が見られる時は、他のDrから点滴指示を受けるように。

· 第1子出産時にもうつ症状があり、夫様へ依存的になる事があったとの事。今後も依存的になる事が考えられるが、夫様は公務員で今後子供の世話をする事から多忙と思われる。本人様より夫について尋ねられた際は、慎重に言葉を選び対応する事。

　例)×「子供の面倒が忙しくて来れない」→かえって、本人様の不安な気持ちを増強させ

る。

　　○「時間を見て来て頂けると思いますよ」

＜川端先生診察＞

・宮本　建蔵様～足のムズムズ感は無くなったとの事。本日よりリボトリール（0.5）(抗てんかん剤)2T　1×夕　6T臨時継続処方（以後定期）となっています。又、本人様より口渇の訴えあり。冷水でうがいをして対処する様、主治医より説明がありました。

・佐々木　淳様～本日トイレで他患者様（佐藤　幸男様）と口論となっています。他患者様は叩かれたと話していますが、本人様は違うと否定しています。トラブル防止の為、部屋移動を行い距離をとって頂く事としています。

・久保　美保様～主治医より、家から離れゆっくり休む事・食事が摂れない際は水分を摂る事・当面はプログラムを行わない事説明がありました。又、来週月曜日まで外来で処方された内容を服薬し、不眠時の頓服薬ロンフル

マン(0.25)1Tは就床前薬に服薬する事としています。

＜作業報告・検討＞

・三浦　由紀様～作業中、断酒意志に欠けた発言や「兄や母が家を出てしまったから自分が働かないといけない」との訴え聞かれていたとの情報あります。引き続き作業の取り組み状況や他患者様との交流状況について確認していきます。

・久慈　邦夫様～8/5より作業療法導入となっています。不明な点は自らスタッフへ確認しており、スタッフ説明にも的確に返答聞かれています。パソコンに興味を持たれ、現在取り組まれています。作業療法の場に慣れる事を目標として行っていきます。

・宮本　建蔵様～作業に取り組まれる時間が長くなってきており、本人様も自覚している様子伺えています。本人様より版画をやりたいとの希望聞かれていますが、もう少し様子を見て主治医へ確認していく事スタッフより説明しています。引き続き取り組み状況と、幻聴に左右された言動に注意していきます。

　＜川村　敏也様ケア会議＞

本日15時よりケア会議を実施しました。

参加者：生活保護：下田氏　　　　　　PSW：山田　　　看護：中村

社会福祉協議会：間山氏　　　　　末政　　　外来：谷藤

＜退院へ向けて＞

1 住宅のガラスが壊れたままになっている。

→生活保護の下田氏より「退院前に直す予定であるが退院日が決定しないと」と話す。

2 病棟では自己服薬管理を3日分行っている。服薬・疾病について今後も指導必要。

→主治医へ怠薬で病状悪化しているためデポ剤の使用を検討していただく。

3 家で臥床して過ごしている。デイケアを見学しているが利用は拒否している。

→訪問看護（病状管理のため）の利用（週1回位でも）

ヘルパー（家事援助）の導入検討

青明舎の訪問の検討

4 精神保健福祉手帳申請中

5 金銭管理

→社会福祉協議会の権利擁護事業を利用。

　明日、山田PSWと本人外出し青森銀行　根城支店で本人用の通帳を作成。

　光熱費・電気・水道・ガス等を引き落としにする。→社会福祉協議会　間山氏が行う。

　9月より生活保護のお金が本人用の通帳に振り込まれる。退院時に生活費を渡す。

　社会福祉協議会の間山氏より1ヶ月分の生活費を本人に渡す。

→8/7（金）のリーダーは主治医へ退院日は8月末（8/29位）でよいか・デポ剤の使用について確認し山田PSWへも情報提供お願いします。

　今後はバスで住宅へスタッフ付き添いで行き荷物等を徐々に運ぶ予定です。担当スタッフは訪問の計画をお願い致します。

＜日常生活支援について＞

・今後、北病棟・東病棟・西病棟合同で実施していくとの事でした。実施方法など詳細な部分について再度検討して行きたいと思います。現在北病棟で作成している企画書を貼り出しておきますので各自確認お願いします。

